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選定委員会の構成、役割及び開催経過 

選定委員会の構成 

役職 氏名 ※学識経験者 所属等 

委員長 今井 剛 ※ 山口大学大学院 創成科学研究科 教授 

副委員長 徳原 克志 周南市上下水道局副局長 

委員 

小林 啓祐 ※ 周南公立大学 経済学部 准教授 

段下 剛志 ※ 徳山工業高等専門学校 土木建築工学科 准教授 

市川 秀之 周南市上下水道局企画調整課長 

寺岡 裕信 周南市上下水道局財政課長 

岸村 尚通 周南市上下水道局下水道施設課課長補佐 

柳瀬 健治 周南市上下水道局下水道施設課 徳山中央浄化センター所長 

 

選定委員会の役割 

選定委員会は、以下の事項を所掌する。 

実施方針、要求水準書、その他事業者選定関係書類の確認に関すること。 

事業者選定基準に関すること。 

提案書類の審査及び評価に関すること。 

その他事業者の選定について必要な事項に関すること。 

 

選定委員会の開催経過 

会議 日程 主な議題等 

第 1回 令和 4年 3 月 15 日（火） 
委員長等の選出、事業概要の確認、実施方針の検討状

況報告 

第 2回 令和 4年 8 月 8 日（月） 実施方針、要求水準書（案）の報告、評価基準の検討 

第 3回 令和 4年 10 月 18 日（火） 
各種質問・意見の報告、評価基準の検討、公募書類の

確認 

第 4回 令和 5年 1 月 25 日（水） 
スケジュール変更・各種質問の報告、評価基準の一部

見直し 

第 5回 令和 5年 8 月 2 日（水） 
基礎審査の結果報告、提案内容の確認及び意見交換、

ヒアリング準備 

第 6回 令和 5年 8 月 7 日（月） ヒアリング(プレゼンテーション等) 

第 7 回 令和 5年 8 月 8 日（火） 
ヒアリング(プレゼンテーション等)、最優秀提案者の

選定 
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第２ 審査の方法 

本事業における事業者の選定は、優先交渉権者選定基準に基づき、次の手順で実施した。 

 

 

 

第３ 審査の結果 

資格審査 

令和５年２月２１日に提出された参加表明書及び参加資格審査様式等の書類をもとに、応募者

が満たすべき参加資格要件及び業務遂行能力について確認し、令和５年３月３日付で参加資格審

査結果（参加資格があるものと認めたもの）を各応募者の代表企業に通知した。 

なお、参加資格審査結果の通知時に、応募者記号として「ＧＳ４」、「ＧＳ５」、「ＧＳ６」、「ＧＳ

７」、「ＧＳ８」を各応募者に付与した。 

 

 

 

 

参加表明書の提出

募集要項等の公表

（1）資格審査

参加資格を確認できた

（2）提案審査

競争的対話

（2-2）総合審査

優先交渉権者・次点交渉権者の選定

提案書の提出

（2-1）基礎審査

提案価格が上限を下回っている。
且つ、要求水準を満たしている。

失格

失格

YES

YES

NO

NO
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【応募者一覧】 

応募者 参加区分 企業名 役割 

ＧＳ５ 

晴海のかがやき 

代表企業 株式会社クボタ 中四国支店 機械工事 

構成企業 ※ 清水建設株式会社 広島支店 土木・建築工事 

東芝インフラシステムズ株式会社 

中国支店 

電気工事 

株式会社日水コン 周南事務所 設計 

洋林建設株式会社 土木・建築工事 

クボタ環境エンジニアリング株式会

社 中国支店 

維持管理 

フジ総業株式会社 維持管理 

ＧＳ６ 

メタウォーター 

グループ 

代表企業 メタウォーター株式会社 中四国営業

部 

機械・電気工事、保守・

修繕 

構成企業 ※ 戸田建設株式会社 広島支店 土木・建築工事、保守・

修繕 

オリジナル設計株式会社 山口営業所 設計 

チューケン株式会社 土木・建築工事、保守・

修繕 

株式会社クエスト 機械工事、保守・修繕 

山陽富士電業株式会社 電気工事、保守・修繕 

メタウォーターサービス株式会社 

事業推進本部九州営業部 

維持管理 

ＧＳ７ 

水ｉｎｇグループ 

代表企業 水ｉｎｇエンジニアリング株式会社 

西日本支店 

機械工事 

構成企業 ※ 前田建設工業株式会社 中国支店 土木・建築工事 

株式会社ニュージェック 山口事務所 設計 

三菱電機株式会社 中国支社 電気工事 

水ｉｎｇＡＭ株式会社 中国営業所 維持管理 

株式会社高須組 土木・建築工事 

ＧＳ８ 

西原環境グループ 

代表企業 株式会社西原環境 関西支店 機械工事、維持管理 

構成企業 ※ 株式会社奥村組 山口営業所 土木・建築工事 

日新電機株式会社 中国支店 電気工事 

日本工営株式会社 山口事務所 設計 

株式会社笹戸建築事務所 設計（建築） 

ＧＳ４ 

明電舎グループ 
参加辞退 

※代表企業を除く 
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提案審査 

提案書類及び提案価格の確認 

市は、令和５年７月７日を提出期限として提案書類の受付を行い、応募者に求めた提案

書類がすべて揃っていることを確認した。さらに、見積書に記載された提案価格が上限額

の範囲内であることを確認した。 

 

基礎審査 

市は、応募者の提案書類について、要求水準を満たしていることを確認した。 

 

加点審査 

本事業に係る優先交渉権者選定基準に基づき、提案内容の審査を行った。 

審査にあたっては、参加資格審査結果の通知時において設定した応募者記号により、企

業名等を明らかにせず、事前審査及びヒアリング（プレゼンテーション及び質疑応答：令

和５年８月７日、８日）を実施した。 また、価格審査の結果を各委員には事前に示さず、

以下の４段階評価により得点を付与する加点審査を行った。 

 

【評価項目の採点基準】 

評価 評価内容 採点基準 

A 特に優れている 配点×1.0 

B 優れている 配点×0.6 

C やや優れている 配点×0.2 

D 要求水準を満たしている程度 配点×0 

※「配点×掛け率」の結果（小数点以下）は、小数点第三位を切り捨て、小数点第二位まで取

り扱うこととする。 
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■加点審査結果 

 
※各審査項目における配点は端数処理を行わず、最終合計時点で小数点第三位を切り捨て小数点第二 

位までの処理を行っている。 

配点
（点）

ＧＳ５
（点）

ＧＳ６
（点）

ＧＳ７
（点）

ＧＳ８
（点）

55 33.000 39.000 34.500 13.125
1 事業の実施方針 1 基本方針 15 9.000 12.000 9.750 5.250
2 事業計画 1 事業計画 15 8.250 11.250 9.000 0.750
3 事業実施体制 1 事業実施体制・役割分担 5 2.750 2.750 2.750 1.125
4 応募者の実績 1 担当者の実績 5 3.000 3.000 3.000 3.000
5 リスク管理に関する提案 1 リスク管理 5 3.000 3.000 2.500 1.250
6 モニタリング 1 モニタリング計画 10 7.000 7.000 7.500 1.750

195 107.750 127.000 111.500 54.875
1 全体概要書 1 全体概要書 15 9.750 11.250 10.500 3.375
2 調査に関する提案 1 事前調査計画 10 6.000 4.500 6.000 0.000

1 段階的な整備計画 15 9.000 11.250 9.000 6.375
2 水処理方式の妥当性 15 8.250 12.750 8.250 5.250
3 水処理施設（土木、建
  築） 15 8.250 9.750 9.000 0.375

4 水処理（機械設備） 15 6.000 11.250 9.750 4.500
5 水処理（電気設備） 15 8.250 9.750 9.000 3.750
6 管理棟 15 7.500 7.500 7.500 5.250
7 試運転計画 10 6.000 6.000 5.500 3.250
8 撤去 10 5.500 7.000 6.000 2.250
1 施工計画 10 4.500 5.500 6.500 3.500
2 建設工事実施に伴う事
  前・事後調査業務計画 10 6.000 6.000 3.500 2.000

3 工事期間中の機能維持 5 2.250 2.250 2.250 1.750
5 工事管理に関する提案 1 施工管理 10 4.500 4.500 4.500 4.000
6 施工時における環境配慮
　に関する提案

1 環境配慮 10 6.000 9.000 6.000 2.750

7 災害及び事故対応に関す
  る提案

1 施設整備期間中の災害・
  事故対応 5 3.500 2.250 2.250 1.750

8 その他の提案 1 その他の提案 10 6.500 6.500 6.000 4.750
150 84.750 97.250 91.375 48.000

1 業務管理全般に関する提
  案

1 維持管理に関する基本方
　針 15 9.750 12.750 12.750 4.500

2 業務実施体制 10 5.000 6.000 5.500 4.500
3 運営準備 5 2.750 3.250 2.500 1.500
4 引継事項 5 3.250 3.000 2.250 1.625
5 契約終了時の施設機能確
  認 10 6.000 6.000 5.500 0.750

2 運転管理に関する提案 1 運転監視 15 8.250 9.750 9.000 6.750
2 水質管理 10 6.500 6.000 6.500 2.750
3 調達管理 10 5.000 6.000 6.000 2.500
4 文書管理 5 2.750 2.750 2.750 1.500
5 保安管理 5 3.000 3.000 1.750 1.125

3 保守管理に関する提案 1 保守点検計画 10 4.000 7.500 4.000 4.000
2 修繕 15 9.750 10.500 11.250 4.125

4 その他業務に関する提案 1 環境整備 5 2.500 2.500 2.500 2.250
2 廃棄物管理、安全衛生管
  理 5 1.500 3.250 3.000 1.500

3 見学者対応 5 2.500 2.500 4.000 1.625
4 災害及び緊急時対応 5 3.000 3.250 3.500 1.375
5 マニュアル整備 5 2.750 2.750 1.625 1.125

5 その他の提案 1 その他の提案 10 6.500 6.500 7.000 4.500
25 22.750 23.000 23.750 10.125

1 地域への貢献 1 市内在住者の雇用 10 10.000 10.000 10.000 2.000
2 市内経済への貢献 10 10.000 10.000 10.000 6.000
3 市内企業や担い手の育成 5 2.750 3.000 3.750 2.125

425 248.25 286.25 261.12 126.12加点審査点

審査項目

Ⅰ 事業計画及び実施体制・実績に関する事項

Ⅱ 設計・建設に関する事項

3 整備計画に関する提案

4 施工・工程計画に関する
  提案

Ⅲ 維持管理に関する事項

Ⅳ 地域への貢献に関する事項
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価格審査 

提案価格を、以下の方法で点数化した。 

 

 

 

※「配点×掛け率」の結果（小数点以下）は、小数点第三位を切り捨て、小数点第二位まで

取り扱うこととする。 

 

■価格審査結果 

 GS5 GS6 GS7 GS8 

提案価格 20,405,000,000円 19,136,188,274円 19,411,700,000円 20,762,500,000円 

計算式 75×(19,136,188,274 

/20,405,000,000) 

75×(19,136,188,274 

/19,136,188,274) 

75×(19,136,188,274 

/19,411,700,000) 

75×(19,136,188,274 

/20,762,500,000) 

価格点 70.33点 75.00点 73.93点 69.12点 

 

総合審査 

技術評価の得点（基礎審査点及び加点審査点）に価格点を加算し、総合評価点とした。 

 

 

 

 

■総合評価結果 

 GS5 GS6 GS7 GS8 

基礎審査点 500.00 点 500.00 点 500.00 点 500.00 点 

加点審査点 248.25 点 286.25 点 261.12 点 126.12 点 

価格点 70.33 点 75.00 点 73.93 点 69.12 点 

総合評価点 818.58 点 861.25 点 835.05 点 695.24 点 

 

以上により、総合評価点が最も高いＧＳ６の提案を最優秀提案として選定した。 

 

 

  

価格点 ＝ 配点（７５点） × （最低提案価格 ／ 当該提案価格） 

総合評価点（満点１，０００点） 

＝技術評価の得点（基礎審査点５００点＋加点審査点４２５点）＋価格点（７５点） 
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審査の講評 

各審査項目の講評 

事業計画及び実施体制・実績に関する事項 

〇「１ 事業の実施方針」に関し、各応募者ともに業務目的を理解した上で事業テーマがま

とめられており、見た目にも創意工夫されていた。また、ＳＤＧｓの各種開発目標と関

連性が示された提案となっていた。特に【ＧＳ６】は、２０５０年に実現すべき課題を

設定し、脱炭素を基軸としながら本事業における基本方針が具体的に記載されたことが

高く評価された。 

〇「２ 事業計画」に関し、各応募者ともに設計・建設及び維持管理を適切に行うに当たっ

ての事業計画が適切に提案され、かつ収支計画が安定性の高い計画となっていることが

示されていた。【ＧＳ６】は、各提案に関する提案事項が明確かつ具体的であった点にお

いて、特に高く評価された。 

〇「３ 事業実施体制」に関し、各応募者ともに事業における構成企業・協力企業の役割及

び実施体制が具体的に示されていた。 

〇「４ 応募者の実績」に関し、各応募者ともに十分な資格、実績を有する担当者の配置が

示されていた。 

〇「５ リスク管理に関する提案」に関し、各応募者ともに設計・建設、維持管理各段階に

ついて主要なリスクが示され、適切な管理方法、体制、対応策が提案されていた。 

〇「６ モニタリング」に関し、各応募者ともに設計・建設、維持管理各段階についてセル

フモニタリングの実施項目、体制、報告頻度及び異常時の対応策が具体的に提案されて

いた。 

 

設計・建設に関する事項 

〇「１ 全体概要書」に関し、各応募者ともに本事業に対する基本方針やコンセプトが示さ

れ、設計・建設から維持管理まで一連の内容が示されていた。特に【ＧＳ６】及び 

【ＧＳ７】は、事業全体が合理的かつ具体的に述べられ、さらに簡潔に分かりやすくまと

められていた。 

〇「２ 調査に関する提案」に関し、各応募者ともに事前に必要と想定される調査項目、目

的、内容が計画立案されていた。【ＧＳ５】、【ＧＳ６】、【ＧＳ７】は、独自の追加調査が

計画されており、本事業をより確実・安全に進めるための提案をなされている点が高く

評価された。 

〇「３ 整備計画に関する提案」に関し、各応募者ともに各項目における要求水準を満足す

る提案が示されていた。水処理方式は以下のとおり。 

【ＧＳ５】凝集剤添加循環式硝化脱窒型膜分離活性汚泥法（ＭＢＲ） 

【ＧＳ６】嫌気無酸素好気法（Ａ２Ｏ法） 

【ＧＳ７】循環式硝化脱窒型膜分離活性汚泥法（ＭＢＲ） 

【ＧＳ８】担体投入活性汚泥法 
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【ＧＳ６】は現況及び将来の水質・水量変動等を考慮しつつ、複数の処理方式の比較検討

を行い、具体的な数値をもとに最終的に最適となる提案を示された点が特に高く評価さ

れた。 

〇「４ 施工・工程計画に関する提案」に関し、各応募者ともに準備期間、工事着手から試

運転を含む工事完了までの業務体制が具体的に示され、既存施設の機能維持に係る提案

が示された。【ＧＳ５】、【ＧＳ６】は、建設後の追加調査が計画されており、高く評価さ

れた。 

〇「５ 工事管理に関する提案」に関し、各応募者ともに工程・品質の確保及び管理につい

て具体的な提案が示されていた。 

〇「６ 施工時における環境配慮に関する提案」に関し、各応募者ともに省エネ、脱炭素や

周辺環境配慮等について、効率的かつ確実な実施方法が具体的に提案された。特に【Ｇ

Ｓ６】は、建設時の利用電力に関する提案が示されており、高く評価された。 

〇「７ 災害及び事故対応に関する提案」に関し、各応募者ともに事業期間中に想定される

災害・事故に対するリスク管理の項目を抽出され、その対応方法や防止方法について具

体的な提案が示されていた。特に【ＧＳ５】は、災害・事故に対して、複数の想定及び

その対応が示されており、高く評価された。 

〇「８ その他の提案」に関し、各応募者ともに、各視点からその他提案及びＤＸに関する

提案が示された。 

 

維持管理に関する事項 

〇「１ 業務管理全般に関する提案」に関し、各応募者ともに維持管理業務に関する基本方

針、業務実施体制、運営計画、引継事項及び契約終了時の施設機能について、要求水準

を満たした提案が示されていた。【ＧＳ６】は、各項目ともに創意工夫された提案がなさ

れており、省エネと水質相互バランスを考慮した運用に関する提案が示された点は、特

に高く評価された。【ＧＳ７】は、維持管理業務に関する基本方針において、機器の状態

分析における独自の診断基準に基づき未然防止につながる提案が示された点で高く評価

された。 

〇「２ 運転管理に関する提案」に関し、各応募者ともに運転監視、水質管理、調達管理、

文書管理、保安管理の視点から具体的・効率的な提案が示された。【ＧＳ５】、【ＧＳ６】、

【ＧＳ７】は、水質管理において独自の水質管理目標が設定されている点で評価された。

さらに、【ＧＳ６】、【ＧＳ７】は、各種ユーティリティ（電力含む）についてコスト縮減

を目指した点が評価された。 

〇「３ 保守管理に関する提案」に関し、各応募者ともに保守点検計画及び修繕について、

具体的に点検計画、点検頻度、方法等が示され、予防保全を意識した提案がなされてい

た。【ＧＳ６】は、保守点検計画の中で土木建築施設が予定されているほか、緊急時に活

用できるリペア品の確保・管理・活用が示されている点で特に高く評価された。【ＧＳ７】

は、修繕における内製化による分解整備の実施が予定されている点で高く評価された。 

〇「４ その他業務に関する提案」に関し、各応募者ともに環境整備、廃棄物管理、安全衛
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生管理、見学者対応、災害及び緊急時対応、マニュアル整備について要求水準を満たす

具体的提案が示された。【ＧＳ７】は、見学者対応において先進的な見学会を実施できる

ような提案が示されており、高く評価された。 

〇「５ その他の提案」に関し、各応募者ともに各視点からその他提案及びＤＸに関する提

案が示された。 

地域への貢献に関する事項 

〇「１ 地域への貢献」に関し、各応募者ともに、市内在住者の雇用、市内経済への貢献、

市内企業や担い手の育成について提案が示された。【ＧＳ７】は、地元企業との共同研修

や地元教育機関のインターシップ受入等の提案が示されており、高く評価された。 

 

審査の総評 

本事業は、徳山中央浄化センターの新水処理施設及び管理棟の設計・建設並びに対象施設

の維持管理について、民間事業者の創意工夫や高度なノウハウを活用することにより、効率

的かつ効果的に再構築するとともに、長期にわたり安定して運営することを期待し、ＤＢＯ

方式での実施となった。 

今回、複数の企業から関心が寄せられた中で、最終的に４グループから応募があった。い

ずれの提案も、各応募者の実績をもとにした独自のノウハウや技術が盛り込まれたものであ

り、要求水準を上回る提案内容が示されていた。提案書類作成における努力に対して敬意を

表するとともに、心から深く感謝申し上げたい。 

選定委員会では、優先交渉権者選定基準に則り、各審査項目について厳正かつ公正に審査

を行った結果、技術評価において「事業計画及び実施体制・実績に関する事項」、「設計・建

設に関する事項」、「維持管理に関する事項」及び価格評価で高い得点を得たＧＳ６（メタウ

ォーターグループ）を優先交渉権者、ＧＳ７（水ｉｎｇグループ）を次点交渉権者として選

定した。 

今後、優先交渉権者であるＧＳ６（メタウォーターグループ）は、市と交渉するにあたり、

本事業が市政の極めて重要な位置づけを担うものであることを再度認識し、より質の高い公

共サービスを継続的かつ安定的に提供し続けるために、誠意をもって協議をしていただきた

い。 

 


